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今
回
６
期
目
の

選
挙
で
無
投
票
選

挙
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不

足
の
中
、
議
会
に

対
す
る
魅
力
の
な

さ
が
露
呈
し
た
状

況
に
な
り
ま
し
た
。

現
職
の
議
員
と
し
て
、
議
会
の
発
信
力
の
な
さ

を
通
貫
し
て
い
ま
す
。
議
員
活
動
・
議
会
活
動

を
と
お
し
て
議
会
内
の
事
を
し
っ
か
り
と
発
信

し
て
い
け
る
よ
う
行
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
明
る
く
元
気
な
町
を
目
指
し
て
、

「
若
桜
町
に
人
が
呼
べ
る
・
若
者
の
住
み
や
す

い
・
差
別
の
な
い
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

公
約
実
現
の
た
め
住
民
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
頑
張
り
ま
す
。

　

今
回
は
無
投
票

と
な
り
、
町
民
の

議
会
へ
の
関
心
度

が
薄
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

議
会
改
革
を
中
心

に
住
民
の
た
め
に

何
を
変
え
れ
ば
い

い
の
か
を
考
え
て

『
住
ん
で
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
』
を
目
指
し
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
人
口
減
少
、
超
高

齢
化
社
会
、
耕
作
放
棄
地
問
題
、
観
光
資
源
の

有
効
利
用
、
買
い
物
支
援
な
ど
、
町
が
抱
え
る

課
題
を
把
握
し
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が

ら
積
極
的
に
意
見
・
提
案
・
行
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
上
川
新
町
長
、
執
行
部
、

議
会
で
議
論
を
重
ね
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
力
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
若
桜
を
元
気
に
し
た
い
！
」

こ
れ
が
、
私
が
議
員
に
な
っ

た
理
由
で
す
。

　

町
に
は
色
々
と
問
題
、
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
町

内
の
公
共
交
通
と
関
連
の

福
祉
事
業
等
に
力
を
入
れ
ま

す
。
年
々
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進
む
な
か
、
将
来
を

考
え
て
駅
周
辺
を
拠
点
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
描
き

利
便
性
、
効
率
の
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
進
め
ま
す
。

　

た
だ
、
今
後
ま
す
ま
す
、
財
政
の
厳
し
い
状
況
の
見

え
る
中
、
県
議
会
議
員
、
国
会
議
員
と
の
人
間
関
係
の

強
化
を
図
り
、
協
力
、
支
援
体
制
が
頂
け
る
よ
う
に
努

め
て
い
く
こ
と
も
町
議
会
議
員
の
義
務
と
考
え
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
何
よ
り

命
と
暮
ら
し
を
大

事
に
す
る
若
桜
町

で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
私
は
、
皆
さ

ん
の
願
い
を
届
け
、

実
ら
せ
る
よ
う
に
、

精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
議
会
で
は
、
政
策
を
積
極
的
に
提
案
す
る

こ
と
、
議
員
同
士
で
政
策
課
題
を
よ
く
話
し
合

い
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
努
力
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
は
そ
の
議
会
活
動

の
旗
手
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
若
桜
町
は
自
然
豊
か
な
、
歴

史
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
る
ふ
る
里
で
あ
り
続
け
て

欲
し
い
と
願
い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
は
、
危
険

な
低
空
飛
行
を
許
し
ま
せ
ん
。
憲
法
第
９
条
を

順
守
し
、
静
か
で
平
和
な
若
桜
町
を
守
り
抜
き

ま
す
。

　

３
月
議
会

定
例
会
に
お

き
ま
し
て
議

長
の
要
職
を

賜
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、

重
責
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
ご
協
力
の
も
と
、
地
方
議
会
の

使
命
を
十
分
果
た
せ
る
よ
う
懸
命
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
無

投
票
と
い
う
結
果
に
な
り
議
会
の
一
員

と
し
て
、
と
て
も
責
任
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
期
は
議
会
改
革
が
急
務
で

あ
り
、
議
会
活
動
が
広
く
町
民
の
共
感
を

得
て
、
多
様
な
人
々
に
政
治
に
参
加
し
た

い
と
い
う
意
志
を
喚
起
し
、
女
性
や
若
い

世
代
の
議
員
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
る

よ
う
議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
抑
止
の
為
の

地
方
活
性
化
対
策
、
防
災
対
策
、
少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
地
方
自
治
体
に
課
せ
ら

れ
た
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
議
会
が
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
は
、
今

後
も
益
々
大
き
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
は
、
常
に
町
民
の
福
祉
と
生
活
の
向

上
、
そ
し
て
町
の
発
展
の
た
め
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川上　　守

山本　晴隆

副議長
小林　　誠

中尾　理明 議長
山根　政彦

住
民
の
声
を
行
政
へ

民
か
ら
町
へ
の

橋
渡
し

機
能
す
る
議
員
を

め
ざ
し
て

町
民
の
命
、暮
ら
し

第
一
の
若
桜
に

ご
あ
い
さ
つ
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『
若
桜
町
を
面
白

く
し
た
い
！
』

と
い
う
思
い
で
こ
の

度
、
初
め
て
議
員
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
『
面
白
い
町
』
の

先
に
は
『
楽
し
い
町
』
や
『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
』

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
思
い
を
達
成
す
る
た
め
に
、
と
き
に
は

既
成
概
念
を
く
つ
が
え
す
よ
う
な
行
動
や
発
言

を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
方
々
、
先
輩
議
員
に
指
導
助
言
を
頂

き
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
皆
様
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
３
期
目

の
議
席
を
頂
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
期
８
年
の
反

省
と
経
験
を
も
と
に

町
政
発
展
の
た
め
に

「
議
論
す
る
議
会
」、

透
明
な
議
会
運
営
・

町
民
参
加
の
た
め
の

「
開
か
れ
た
議
会
」

を
目
指
し
て
議
会
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
傾
聴
・
報
告
・
相
談
か
ら
始
め
る
議
員
活
動
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
公
平
・
公
正
・
透
明

な
行
政
運
営
か
」、「
補
助
金
な
ど
が
有
効
に
使

わ
れ
て
い
る
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
ま
た
、

農
林
業
を
中
心
に
自
然
環
境
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
産
業
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、
其
々
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
皆
様
の
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

報
告
・
相
談
し
、課
題
を
共
有
し
皆
様
と
共
に「
魅

力
あ
る
町
」
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

主
役
は
皆
さ
ん
で
す
。

　

町
議
会
議
員
と

し
て
町
政
に
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
若
桜
を
様
々

な
面
で
価
値
あ
る

ま
ち
と
し
て
次
世

代
へ
手
渡
し
て
い

く
た
め
に
、
具
体
的
な
将
来
像
を
「
オ
ー
ル
若

桜
」
で
共
有
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
多
く
の
事

業
の
評
価
検
証
、
若
桜
の
資
源
や
各
産
業
を
つ

な
い
で
若
桜
の
魅
力
を
よ
り
引
き
出
す
取
り
組

み
の
提
案
、
青
少
年
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

谷口　　貴 山本　安雄

森田　二郎

面
白
い
発
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
へ

主
役
は

皆
さ
ん
で
す
。

　

３
期
12
年
の

経
験
を
活
か
し
、

様
々
な
意
見
を
い

た
だ
き
、
自
分
な

り
の
考
え
を
町
政

へ
届
け
ま
す
。
よ

り
良
い
方
向
性
へ

向
か
う
よ
う
願
う

気
持
ち
は
同
じ
で
す
の
で
、
課
題
意
識
を
共

有
し
な
が
ら
提
案
型
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

医
療･

福
祉
施
策
の
充
実
、
町
民
の
健

康
・
体
力
づ
く
り
、
自
然･

環
境
を
守
る
施

策
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
地
場
産
業

の
宣
伝
と
伝
承
、
公
共
施
設
の
活
用
・
整
理
、

議
会
改
革
を
訴
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

前住　孝行

多
様
な
声
に
寄
り

添
え
る
議
員
に

価
値
あ
る
ま
ち

若
桜
を
次
世
代
へ

　

こ
の
度
、
選
挙
は

無
投
票
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
が
、

２
期
目
の
議
席
を
頂

き
ま
し
た
事
を
深
く

感
謝
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
は
避
け
て
通

れ
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
安
心
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

早
期
の
駅
周
辺
に
ス
ー
パ
ー
や
医
療
機
関
な
ど

集
約
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
や

免
許
を
返
納
し
て
も
移
動
が
出
来
る
持
続
可
能

な
公
共
交
通
の
構
築
、
近
年
多
々
起
こ
る
災
害

に
対
す
る
対
策
な
ど
が
急
ぐ
べ
き
課
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
課
題

解
決
に
向
け
て
緊
褌
一
番
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

梶原　　明

持
続
可
能
な
安
心

安
全
な
町
づ
く
り
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  一般会計　総額36
  一般会計　総額36億億

83008300万円万円でで
スタートスタート

八頭消防署若桜出張所跡地利用に係る測量設計業務　委託料� 270万円八頭消防署若桜出張所建替に伴う敷地造成工事工事請負費� 3400万円

主 な
新 規
事 業

共通納税システム対象税目拡大・納付書
QRコード対応業務

町税等公金のコンビニ納付・スマホ決済を令和
4年4月から開始し納税者の利便性を図るもの

委託料1167万円のうち

341万円

依存財源（77.8％）
28億6676万円

自主財源（22.2％）
8億1624万円

地方創生事業
1053万円

八頭消防署若桜出張所建替事業
3670万円

コンビニ納付・スマホ決済
システム導入

341万円

　八頭消防署若桜出張所　八頭消防署若桜出張所

列車増便による利便性の向上を活かした
若桜鉄道新たな需要創出事業

駅舎利用活動推進プロジェクト� 100万円
グッズ製作・プロモーション・PR� 351万円
観光列車利用促進� 316万円
花と緑の推進プロジェクト� 105万円

　　若桜駅　　若桜駅

スマホ決済(イメージ）スマホ決済(イメージ）

令和４年度当初予令和４年度当初予算算

917万円

総務課総務課

ふるさと創生課ふるさと創生課

その他　４月から納付できる使用料
� （地域整備課）
（水道使用料、公共下水道使用料、農業集落
排水使用料、町営住宅使用料、町営住宅駐車
場使用料）
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  一般会計　総額36
  一般会計　総額36億億

83008300万円万円でで
スタートスタート新型コロナウイルス対策事業

新因幡ライン景観形成行動計画の取組み
（スキー場案内看板撤去）� 27万円
若桜町観光協会補助金� 1430万円

244万円

主 な
新 規
事 業

事　業　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 4億3144万円

介 護 保 険 ７億198万円

後 期 高 齢 者 医 療 6596万円

簡 易 水 道 4億6637万円

公 共 下 水 道 1億5247万円

農 業 集 落 排 水 6368万円

赤 松 団 地 造 成 56万円

財 産 区 造 林 325万円

索 道 4185万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 90万円

特 別 会 計

観光事業費
2061万円

　池田分館改修事業

1854万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業の予約管理
� 224万円
PCR検査費用助成費用� 20万円

　　若桜町保健センター　　若桜町保健センター

地域の拠点として誰もが利用しやすい施設と
す

るため、１階で様々な活動ができる広い多目
的

スペースの整備やトイレを洋式化するもの
設計費� 159万円　　　　　

監理費� 60万円　　　　　

工事費� 1633万円　　　　　

若桜町池田分館若桜町池田分館

令和４年度当初予令和４年度当初予算算
３ 月 定 例 会
（令和４年３月９日～ 23日）

第１回

　　撤去予定の公共看板　　撤去予定の公共看板

町民福祉課町民福祉課
にぎわい創出課にぎわい創出課

教育委員会教育委員会
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予算審査特別委員会
委員長　　　梶原　明議員
副委員長　　小林　誠議員

■審査の経過

　�　３月15日、16日、17日、18日、22日の５日間にわたり委員会を開催し、町長ほか各課長

及び関係職員の出席を求め、慎重に審査を行った。

■審査の結果

　�　当委員会に付託された議案は、原案を可決す

べきものと決定した。

■審査の経過

　�　３月15日、16日、17日、18日、22日の

５日間にわたり委員会を開催し、町長ほか各課

長及び関係職員の出席を求め、慎重に審査を

行った。

■審査の結果

　�　当委員会に付託された議案は、原案を可決す

べきものと決定した。

令和４年度若桜町一般会計予算

令和４年度若桜町特別会計予算

国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療・簡易水道事業
公共下水道事業・農業集落排水事業・赤松団地造成事業・財産区造林事業

索道事業・住宅新築資金等貸付事業

わかさ議会だより　No178　令和４年５月
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議 会 の 構 成
議　長　　山　根　政　彦
副議長　　小　林　　　誠
　　　　　　（令和４年３月９日から）
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氏　　　　名
谷
口
　
貴

森
田
二
郎

梶
原
　
明

山
本
安
雄

前
住
孝
行

山
本
晴
隆

川
上
　
守

中
尾
理
明

小
林
　
誠

山
根
政
彦

結
　
　
果

令和４年度若桜町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議 可決

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情書 × 〇 × × 〇 × × 〇 × 議 不採択

陳情書　氷ノ山スキー場運営に関わる事業
者に対する支援措置について 〇 － 〇 × 〇 〇 〇 － 議 － 採択

討論討論 賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案
予算

 原案反対　中尾理明
　部落解放同盟高野支部への補助金は、「地域改善
対策特別措置法」も失効しており根拠もなく、運動
団体は、自主運営すべきです。差別はあってはなり
ませんが、事業は終結しているため、反対します。

 原案反対　梶原　明
　コロナ禍などの社会の状況を考えると、中小企業
への支援は行われています。現在の景気を考えても
全国一律賃金の実現は難しいと考えるため、原案に
反対します。

 原案反対　山本安雄
　内容の全てを否定するのではありません。氷ノ山
地域の活性化を目的とした補助金制度は既に整備さ
れており、コロナ禍での対策支援は町独自でも行わ
れています。更なる特定事業者に対しての支援には、
反対します。

陳情

 原案賛成　川上　守
　「同和対策事業特別措置法」が失効しても、現在
の「部落差別解消推進法」で部落差別解消に関する
施策を講ずる責務があると明記されており、この事
業への反対は、明らかに法律に逆行するものである
ため、賛成します。

 原案賛成　中尾理明　　
　コロナ禍にあって、最低賃金で働く労働者の生活
は大変です。生活安定のため、時給1500円への引
き上げが必要です。そのためには、企業の99％を
占める中小企業の経営者への支援が緊要と考えるた
め、賛成します。

 原案賛成　梶原　明
　コロナ禍により、関係者の打撃は大きなものであ
ると予想できます。関係事業者の方々が、雇用を含
め、地域貢献にもつながる取り組みを継続するため
にも支援は必要と考えるため、原案に賛成します。

そ
の
他

若桜町副町長の選任について 同意若桜町副町長に川戸　伸二氏が選任され同意した。
若桜町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意若桜町固定資産評価審査委員会委員に森本　尚夫氏が選任され同意した。

議
員
提

出
議
案

ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議 可決
議会だより調査特別委員会の設置について 可決
議会改革調査特別委員会の設置について 可決

中尾・森田は採決棄権のため退席
山根議長は議事進行の都合により退席のため小林副議長が議事進行

「〇」賛成、「×」反対、「－」採択棄権のため欠席

わかさ議会だより　No178　令和４年５月
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審議結果一目でわかる
第１回議会定例会

予
　
　
　
　
　
算

令和4年度若桜町一般会計予算 可決歳入歳出予算の総額を36億8300万円とした。
令和4年度若桜町国民健康保険事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を4億3144万円とした。
令和4年度若桜町介護保険事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を7億198万円とした。
令和4年度若桜町後期高齢者医療特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を6596万円とした。
令和4年度若桜町簡易水道事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を4億6637万円とした。
令和4年度若桜町公共下水道事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を1億5247万円とした。
令和4年度若桜町農業集落排水事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を6368万円とした。
令和4年度若桜町赤松団地造成事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を56万円とした。
令和4年度若桜町財産区造林事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を325万円とした。
令和4年度若桜町索道事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を4185万円とした。
令和4年度若桜町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を90万円とした。

補
　
正
　
予
　
算

令和3年度若桜町一般会計補正予算（第5号） 可決8417万円を増額し、歳入歳出予算の総額を44億2300万円とした。
令和3年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号） 可決44万円増額44万円減額、歳入歳出予算の総額を4億5132万円とした。
令和3年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第4号） 可決7346万円を減額し、歳入歳出予算の総額を6億7478万円とした。
令和3年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第3号） 可決1億8278万円を減額し、歳入歳出予算の総額を1億1592万円とした。
令和3年度若桜町財産区造林事業特別会計補正予算（第1号） 可決508万円を減額し、歳入歳出予算の総額を290万円とした。

条
　
　
　
　
例

若桜町空家等の適正管理に関する条例の制定について
可決空家等の適正な管理に関して必要な事項を定めることにより、倒壊等の事故、火災、犯罪等を未然に防止

し、町民の安全な暮らしの実現に寄与することを目的に条例を制定するもの。
職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和等をするため所要の改正を行うもの。
若桜町国民健康保険税条例の一部改正について 可決全世帯対応型の社会保障制度を構築するために条例の一部を改正するもの。
若桜町新型コロナウイルス感染症対応利子補助金基金条例の一部改正について 可決利子補助金制度の申請期間延長に伴い、基金条例の一部を改正するもの。

そ
　
の
　
他

公の施設の指定管理者の指定（わかさ29工房）について
可決公の施設名称　わかさ29（にく）工房

指定管理者　猪鹿庵（ジビエアン）
指定の期間　指定の日から令和7年3月31日
若桜町監査委員の選任について 同意若桜町監査委員に梶原　明氏が選任され同意した。
工事請負契約の締結について

可決工　 事 　名　若桜町防災無線（移動型）デジタル化整備工事
契約の相手方　株式会社　日立国際電気　中国支店
契 約 金 額　2億900万円
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あの案件どうなった？あの案件どうなった？
コンビニ建設白紙への経緯！コンビニ建設白紙への経緯！

総務産業教育民生常任委員会(抜粋)
 ■第16回　　令和３年10月２５日
○「若桜の商業を考える会(仮称)」の進捗状況について
　・�事業が進展していない状況を聞いた。特にコンビニに関係してのアンケートもされておらず、執行部への不信感

から、多くの委員から質疑がされた。
 ■第17回　　　　　　11月11日
○「若桜町の商業の未来を考える会(仮称)」の開催について
　・この会の要綱、メンバー構成の説明を受けた。
　・今後のスケジュールについての説明。意見交換を行った。
 ■第18回　　　　　　11月24日
○「若桜町の商業を考える会(第１回)」の開催状況について
　・�コンビニが地域に与える影響の調査として行う、買い物実態アンケート調査の内容について報告を受けた。意見

交換を行った。
 ■第19回　　　　　　12月７日
○貸店舗新築工事の工事請負費減額補正について
　・執行部の提案に対し、委員から異論が出た。執行部で再度検討を行い、後日回答を受けることとなった。
 　　　　　　　　　　 12月８日
○貸店舗新築工事の工事請負費減額補正について
　『議員間協議』
　・過疎自立促進計画と整合性がとれない。
　・次の執行部新体制で、しっかり判断するのが良いと思う。
　・設計費を残して、工事費を落とすのは意味がわからない。
　・新体制で、また一からになると事業ができない。
　・アンケートや新しい会を立ち上げながら、ここで減額をすれば町民に間違ったメッセージにとられかねない。
　・工事が年度内に無理なので、ここで減額すべきだ。　　≪これら意見を町長に報告を行った≫
 ■第20回　　　　　　12月10日
○貸店舗新築工事の工事請負費減額補正について
　『町長の提案説明』（12月7日の回答)
　・執行できないものについては、減額することが基本的な考え方である。
　・繰越ありきの事業ではないと思っている。
　・執行できる状況が見込めない。
　・このまま定例会に上程したい。
 ■第１回　　  令和４年１月21日
○「買い物(消費)実態等に係るアンケート」の進捗状況と及び今後の取り組みについて
　・集計状況の説明を受けた。
　・３月末に広報わかさ４月号でアンケート結果を公表する旨の説明を受けた。
 ■第３回　　　　　　  ２月16日
○「買い物実態調査アンケート」の結果について
　『議員の意見』
　・自由記載欄の集計ができていない。いつまでかけて集計するのか。遅すぎる。
　・執行部新体制の中で、どうやっていくのか心配する。
　・引き続きしっかりやってほしい。

 ■全員協議会　　　　  ３月10日
○補正予算の説明
　・貸店舗新築工事設計監理業務の予算を落とし、コンビニについてはいったん白紙に戻すとの説明を受けた。
 ■３月定例会　　　　  ３月15日本会議
○道の駅管理事業(委託料)　貸店舗新築工事設計監理業務　250万円減額補正可決
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　開催日時、方法、内容等につきましては、新型コロナウイルスの感染状況等を鑑み協議中
です。議員が集落に出向き開催する場合は、各自治会のご希望を伺い決定します。

今年度は議員座談会の開催を予定しています今年度は議員座談会の開催を予定しています

　町政などへの要望等を直接書面で提出できる制度として、請願・陳情があります。
　提出された請願・陳情は議長が議会運営委員会に諮り、常任委員会に付託するか否かを決
定します。「常任委員会の審議になじまない」と判断されたものについては付託しない場合
もあります。審査後は本会議で採否を決め、採択されれば、行政に活かされるよう町長また
は関係機関に審議結果を送付し願意の実現を求めます。

（本会議）
　傍聴を希望される方は、健康状態をご確認及び新型コロナウイルス等感染症対策にご協力
の上、受付票に住所、氏名のご記入をお願いいたします。
　傍聴者席は報道3席、一般10席（当日先着順）に制限させていただいています。傍聴者が
制限数以上に達したときは、庁舎3階の議員控室において、本会議（一般質問のみ）をインター
ネット中継にてご覧いただくことが可能です。
　また、若桜町議会傍聴規則をご確認いただき、議事の進行にご協力願います。

（委員会、各特別委員会）
　原則として公開されており、委員長の許可を得て傍聴することができます。ただし、審査
の内容などによっては非公開とする場合があります。
　なお、10席程度（当日先着順）に制限させていただきます。

　定例会の本会議で行う一般質問は、「生中継」と「録画動画」がご覧いただけます。一般
質問の開催日時は、IP告知端末などで事前にお知らせします。若桜町ホームページ上にア
クセスしてご覧ください。

録画放送は 若桜町議会録画放送 　 でご覧ください。
一般質問後おおむね一週間程度から視聴できます　　　　　　　　　　　　　　　　　　

町政などに対して意見や要望があるときは町政などに対して意見や要望があるときは

一般質問はインターネット中継でご覧いただけます一般質問はインターネット中継でご覧いただけます

議会へ傍聴にお越しください議会へ傍聴にお越しください

議会からのお知らせ議会からのお知らせ
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総額総額
4444億億

23002300万円万円  

令和3年度令和3年度
一般会計補正予算一般会計補正予算

(第５号）(第５号）

84168416 万円万円
増額増額

コンビニ建設コンビニ建設
白紙に白紙に!!!!

温水プール管理

除雪作業の大幅増加による増額� 2200万円

道路維持費
補正前� 8085万円

わかさ温水プール全景わかさ温水プール全景

除雪作業除雪作業

補正項目は一部の掲載となっています

補正後� 1億285万円

指定寄附金

補正前� 0円

学校教育の振興を目的とした寄附金による

増額� 1500万円

若桜学園若桜学園

補正後� 1500万円

補正前� 1993万円

電気代の値上がり及び使用室の増に伴う
増額� 130万円
給湯器１基の故障による増額� 126万円

補正後� 2249万円
12
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道の駅管理事業

道の駅若桜　桜ん坊道の駅若桜　桜ん坊

補正前� 1885万円

貸店舗新築工事設計管理業務（委託料）の
減額� △250万円

補正後� 1635万円

児童福祉費・交付金

わかさこども園わかさこども園

補正前� 405万円

出産祝金支給事業の実績に伴う減額
� 　△75万円
子育て応援給付事業の実績に伴う減額
� 　△189万円

補正後� 141万円

地方創生事業

駅前イルミネーション駅前イルミネーション

補正前� 574万円

トレイルレースの中止と「鬼っこまつり」

を「恋こいロードイルミネーション事業」

への変更による減額� △186万円

補正後� 388万円

森林整備事業

作業道整備作業道整備

補正前� 5858万円

美しい森林づくり基盤整備交付金の減額
� △510万円
森づくり作業道補助金の減額� △285万円
森林路網補助支援の減額� △111万円
他事業

補正後� 5257万円
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A　
（
町
長
）
今
回
改
正

で
は
、
因
美
線
の
減
便
は

最
小
限
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
ダ
イ
ヤ
改
正

発
表
後
、
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
地

方
ロ
ー
カ
ル
線
等
の
合
理

化
計
画
が
明
ら
か
に
な

り
、
中
国
地
方
知
事
会
は
、

ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
・
存

続
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
速
や

か
な
ダ
イ
ヤ
の
復
活
を
要

望
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
等

関
係
自
治
体
と
連
携
し
要

望
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Q　

昨
年
、
朝
日
新
聞
は
、

「
若
桜
鉄
道
が
、
昨
年
度

は
６
年
ぶ
り
の
当
期
赤
字

に
転
落
し
た
。
鉄
道
事
業

再
構
築
実
施
計
画
09
年
～

18
年
度
に
沿
い
、
安
全
設

備
の
改
修
等
の
国
の
支
援

緒
に
国
へ
予
算
確
保
と
補

助
率
が
２
分
の
１
と
な
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

Q　

鳥
取
県
は
一
昨
年
12

月
16
日
付
で
、
自
治
体
に

対
し
、
住
民
か
ら
米
軍
機

等
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
は
、
確
実
か
つ

遅
滞
な
く
県
に
報
告
す
る

よ
う
に
改
め
て
要
請
し
て

い
ま
す
。
鳥
取
市
や
八
頭

町
で
は
広
報
誌
等
で
飛
行

目
撃
情
報
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
周
知
さ
れ
て

い
ま
す
。
若
桜
町
も
町
民

に
対
し
、
目
撃
情
報
を
そ

の
都
度
通
報
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
広
報
誌
な
ど
で

周
知
を
図
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

A　
（
町
長
）
町
は
、
目

は
、
計
画
終
了
後
、
大
幅

減
額
と
な
っ
た
」
と
伝
え

ま
し
た
。
若
桜
鉄
道
対
策

事
業
費
は
、
直
近
３
年
間

の
当
初
予
算
を
見
る
と
、

各
年
度
と
も
１
億
円
余
り

の
総
額
に
対
し
て
、
国
庫

支
出
金
は
、
令
和
２
年
度

１
２
３
０
万
５
０
０
０
円

か
ら
令
和
３
年
度
３
５
４

万
円
、
そ
し
て
令
和
４
年

度
52
万
円
余
り
と
激
減
し

て
い
ま
す
。
国
の
補
助
率

の
引
き
下
げ
は
重
大
で
す
。

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し

ま
す
。

A　
（
町
長
）
上
下
分
離

方
式
導
入
以
後
、
路
線
維

持
改
善
策
と
し
て
、
計
画

期
間
の
10
年
間
、
施
設
整

備
へ
の
国
庫
補
助
金
が
、

通
常
の
３
分
の
１
か
ら
２

分
の
１
に
か
さ
上
げ
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
終
了

後
の
令
和
元
年
度
か
ら
は

通
常
に
戻
さ
れ
、
計
画
的

整
備
に
支
障
が
起
き
か
ね

な
い
状
況
で
す
。
安
全
輸

送
に
向
け
、
八
頭
町
と
一

低空飛行問題

正
確
な
情
報
伝
達

の
為
広
報
で
周
知

目
撃
情
報
を
町
へ

通
報
す
る
周
知
を

Q　

Ｊ
Ｒ
は
、
今
回
の
ダ

イ
ヤ
改
正
で
山
陰
本
線
な

ど
を
減
便
。
近
い
将
来
、

因
美
線
の
廃
止
な
ど
も
検

討
さ
れ
る
可
能
性
は
充
分

あ
り
ま
す
。
因
美
線
廃
止

と
な
れ
ば
町
民
の
大
切
な

交
通
手
段
、
観
光
鉄
道
で

あ
る
若
桜
鉄
道
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し

ま
す
。

若桜鉄道

国
へ
、
予
算
確
保
と
補
助
率
を
二
分

の
一
に
戻
す
よ
う
要
望
し
て
い
る

若
桜
鉄
道
を
守
る
た
め
、

国
の
支
援
強
化
を

中尾　理明

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 （P14）

川上　　守 （P15）

森田　二郎 （P16）

山本　安雄 （P17）

質 

問 

者
　３月議会定例会の一般質問は、３月22日に行われ、４人
の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁は、質問を行った議員が要約して
掲載しています。

撃
情
報
を
、
県
及
び
美
保

航
空
事
務
所
に
伝
え
、
国

に
く
ら
し
の
安
全
を
要
望

し
て
い
ま
す
が
、
国
に
対

し
て
、
よ
り
正
確
な
情
報

を
伝
え
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
提
案
の
通
り
、
改

め
て
広
報
誌
等
に
よ
り
目

撃
情
報
の
提
供
を
求
め
る

こ
と
を
町
民
へ
周
知
を
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

〈
こ
の
他
に
、「
未
就
学
児

に
対
す
る
国
保
税
均
等
割

へ
の
町
補
助
に
よ
る
無
料

化
提
案
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。〉

若桜谷の宝
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路
拡
大
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
所
見
を
伺
い
ま

す
。

A　
（
町
長
）
地
域
経
済

の
循
環
と
町
内
外
へ
の
販

路
開
拓
、
各
種
食
事
提
供

施
設
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

氷
ノ
山
集
客
に
つ
い

て
、
多
く
の
事
業
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
行

政
と
し
て
何
が
必
要
で
、

何
が
先
行
す
べ
き
か
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

地
区
で
導
入
で
き
な
い
か
、

集
落
と
話
し
合
っ
て
検
討

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　

わ
か
さ
生
協
診
療
所

の
移
転
計
画
に
つ
い
て
、

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
け
る
の
か
、

ま
た
全
体
の
事
業
内
容
を

含
め
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
旧
太
平
林

産
跡
地
で
、
来
年
４
月
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
。
従
来

の
診
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、

新
た
に
高
齢
者
の
住
宅
等

定
期
巡
回
、
随
時
対
応
型

の
訪
問
介
護
・
看
護
事
業

で
す
。
実
現
に
向
け
て
金

銭
的
支
援
だ
け
で
な
く
、

他
団
体
と
の
連
携
や
情
報

提
供
等
、
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　
「
若
桜
町
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
総
合
利
用
計
画
」

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え

方
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

A　
（
町
長
）
随
時
計
画

を
見
直
し
な
が
ら
公
共
施

設
等
へ
の
導
入
に
つ
い
て
、

適
当
な
時
期
に
事
業
化
を

図
っ
て
、
地
域
経
済
の
循

環
を
実
現
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　

池
田
地
域
の
新
た
な

集
落
支
援
の
枠
組
み
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
若
桜
町
に

合
っ
た
自
治
組
織
を
池
田

Q　

林
家
の
所
得
向
上
と
、

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
、

具
体
策
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
林
業
関
係

者
や
森
林
所
有
者
な
ど
幅

広
く
意
見
を
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
取
組
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　

有
限
会
社
若
桜
農
林

振
興
の
、
生
産
向
上
と
販

農林業対策

林
業
関
係
者
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
取
組
を
検
討

林
家
の
所
得
向
上
と
雇
用
創

出
は

川上　守

A　
（
町
長
）
氷
ノ
山
あ

り
方
検
討
委
員
会
か
ら
の

提
言
書
を
参
考
に
、
事
業

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q　

コ
ロ
ナ
後
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
へ
の
対
策
に

つ
い
て
具
体
的
な
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
体
制

整
備
と
併
せ
て
行
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

一般質問Ｑ Ａ

観光対策

提
言
書
を
参
考
に

氷
ノ
山
集
客
は
何

を
先
行
す
べ
き
か

集落支援

集
落
と
話
し
合
う

池
田
地
域
の

支
援
の
枠
組
み
は

地域医療

来
年
４
月
オ
ー

プ
ン
へ

わ
か
さ
生
協
診
療

所
移
転
計
画
は

エネルギー対策

計
画
を
見
直
し

な
が
ら

バ
イ
オ
マ
ス
総
合
利

用
計
画
の
考
え
方
は

活用を待つ若桜迎賓館
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Q　

新
た
な
若
桜
町
の
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
や
将
来
像
を
、

ど
の
よ
う
に
町
民
に
示
す

の
か
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
若
桜
町
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
改
め
て
策

定
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
頂
い
た
提
案
を
総

合
計
画
の
中
に
位
置
づ
け

て
い
き
ま
す
。

Q　

多
く
の
事
業
の
効
果

の
検
証
が
必
要
で
す
。
外

部
評
価
、
外
部
監
査
等
事

業
評
価
を
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

計
画
の
最
上
位
に
位
置
づ

け
る
も
の
で
す
。現
在
、第

10
次
総
合
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。総
合
戦

略
は
、総
合
計
画
の
中
で

も
特
に
人
口
減
少
対
策
に

つ
い
て
戦
略
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。行
政
内
で
共

通
理
解
を
図
り
、目
標
に

向
け
た
取
組
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。若
桜

町
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
、町

も
関
与
し
な
が
ら
町
民
の

提
案
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
が
、必
要
な
施
策
は
、第

10
次
総
合
計
画
に
反
映
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一　般　質　問 Ａ
Q　

若
桜
町
総
合
計
画
と

総
合
戦
略
は
、
若
桜
町
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
も
含
め
、
関

係
性
が
整
理
統
合
さ
れ
て

お
ら
ず
、
明
確
で
な
い
と

思
い
ま
す
。
町
政
へ
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
A（
町
長
）総
合
計
画
は
町

政
全
般
を
網
羅
す
る
各
政

策
分
野
に
つ
い
て
の
基
本

的
方
向
性
を
定
め
、町
の

総合計画・総合戦略

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
と
も
に
位
置
づ
け

を
明
確
化
し
、
共
通
理
解
を
図
る

若
桜
町
総
合
計
画
と
総
合
戦

略
の
関
係
と
位
置
づ
け
は

森田　二郎

A
（
町
長
）　

第
９
次
後

期
計
画
の
主
要
施
策
の
達

成
状
況
や
効
果
に
つ
い
て

所
属
ご
と
に
検
証
を
行
い
、

第
10
次
計
画
に
結
果
を
反

映
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

総
合
計
画
に
お
い
て
は
具

体
的
な
数
値
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
た
な
総
合
計
画
で
は
こ

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
等
の
数
値
目
標

を
設
け
、
事
業
評
価
を
行

い
、
ま
た
外
部
評
価
も
取

り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
総
合
戦
略
に
は
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
既
に
設
置
し
て
お
り
、

今
後
、
総
合
計
画
も
含
め

て
指
標
及
び
外
部
評
価
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
進

捗
状
況
や
事
業
効
果
を
見

え
る
化
し
、
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

Q　

人
口
流
出
の
歯
止
め

対
策
と
し
て
、
若
桜
在
住

の
高
校
生
以
上
の
青
少
年

が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で

き
る
施
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

A
（
町
長
）
高
校
生
等
の

青
少
年
層
が
、
地
域
づ
く

り
の
一
端
を
担
え
る
よ
う

な
場
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

A
（
教
育
長
）
現
在
の
高

校
生
の
学
校
生
活
の
状
況
、

地
域
と
の
関
わ
り
の
場
、

地
域
活
動
へ
の
意
向
等
を

把
握
し
、
本
町
で
の
可
能

性
、
方
向
性
等
を
幅
広
く

検
討
し
、
町
の
各
種
関
係

団
体
と
連
携
し
て
、
全
町

的
な
取
組
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

※�

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評

価
指
数
）
と
は
目
的
達

成
に
向
け
た
業
績
評
価

指
数

若桜町未来
ビジョン

総
合
計
画
に

位
置
付
け
る

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン

作
成
の
予
定
は

事業評価

数
値
目
標
を
設

定
し
実
施
す
る

外
部
評
価
・
監
査

等
は
実
施
す
る
か

人口流出の
歯止め対策

関
係
機
関
と
連

携
し
取
り
組
む

青
少
年
の
ま
ち
づ
く

り
参
画
を
進
め
て
は

若桜町未来ビジョン
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Q　

住
民
が
行
政
に
共
同

参
画
す
る
事
も
、
今
後
の

町
政
運
営
の
ひ
と
つ
の
方

向
性
だ
と
思
い
ま
す
。
考

え
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
町
政
を
運
営

す
る
上
で
、
住
民
参
画
を

進
め
る
の
は
重
要
施
策
と

し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　

前
々
町
長
当
時
か
ら
、

「
こ
ん
に
ち
は
町
長
室
」

や
「
移
動
町
長
室
」
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
民

と
の
意
見
交
換
の
機
会
を

も
つ
こ
と
を
検
討
し
て
は

Q　

若
桜
町
公
共
施
設
等

総
合
計
画
に
よ
る
と
、
公

共
施
設
や
道
路
な
ど
社
会

資
本
の
維
持
や
整
備
な
ど

に
係
る
普
通
建
設
事
業
費

及
び
維
持
管
理
費
は
、
最

近
の
10
年
平
均
で
約
5
億

９
０
０
０
万
円
が
支
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
推

移
予
想
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
施
設
の
老
朽

化
が
進
む
と
、
維
持
管
理

費
は
増
加
し
ま
す
。
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

改
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、

今
後
、
10
年
間
の
維
持
管

理
費
の
推
計
を
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

Q　

令
和
４
年
度
予
算
で

は
、地
方
債
に
対
す
る
元

利
償
還
金
は
、約
４
億
円

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後

の
推
移
予
測
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
町
道
、
林
道

の
改
良
事
業
、
防
災
行
政

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
、
公
共

施
設
の
整
備
や
大
規
模
改

修
、
災
害
復
旧
事
業
な
ど

の
実
施
に
伴
い
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ピ
ー
ク

は
、
令
和
７
年
度
で
４
億

７
千
万
円
余
り
の
見
込
み

で
す
。
今
後
は
、
実
施
事

業
の
精
査
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　

令
和
４
年
度
予
算
で

は
、
歳
入
総
額
36
億
８
千

万
円
の
内
依
存
財
源
28
億

６
千
万
円
、
自
主
財
源
は

８
億
１
千
万
円
で
す
。
依

存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交

付
税
が
19
億
円
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
財
政
に
つ
い

て
、
中
長
期
的
な
観
点
で

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
自
主
財
源
の
減

少
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
も
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
な
く
町
政
を
運
営
す

る
た
め
、
既
存
事
業
の
見

直
し
や
新
規
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要

性
や
効
果
等
の
精
査
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

財　政

今
後
、
10
年
間
の
維
持
管
理
費

の
推
計
を
す
る

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
費

の
推
移
予
想
は

一　般　質　問Ｑ

山本　安雄

と
考
え
ま
す
。
所
見
を
伺

い
ま
す
。

A
（
町
長
）
自
ら
が
行
政

情
報
を
発
信
し
、
町
民
の

皆
様
の
意
見
を
お
伺
い
す

る
こ
と
で
問
題
意
識
を
共

有
し
、
課
題
解
決
に
向
け

た
施
策
を
、
町
政
に
反
映

す
る
こ
と
は
重
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
省
の
状
況
を

見
な
が
ら
、
復
活
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※�

地
方
債
と
は
、
施
設
整

備
等
の
為
に
行
う
長
期

の
借
入
金

町政運営

重
要
な
施
策

住
民
参
加
は

IP告知端末
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あ
と
が
き
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議
会
だ
よ
り
の
担
当
と
し
て

議
会
活
動
、
議
員
活
動
の
内
容

を
、
町
民
の
皆
様
に
お
届
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
上
川

新
町
政
へ
の
政
策
提
言
や
、
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
へ
の
議

員
と
し
て
の
関
わ
り
を
、
で
き

る
だ
け
詳
し
く
お
伝
え
で
き
る

広
報
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
や
ご

指
摘
も
謙
虚
に
受
け
止
め
、
編

集
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
記　

森
田
二
郎
）

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

森
田　

二
郎

　

副
委
員
長　

谷
口　
　

貴

　

委　
　

員　

川
上　
　

守

　

委　
　

員　

梶
原　
　

明

議　
　
　

長　

山
根　

政
彦

このコーナーでは、3月に高校卒業され、それぞれの旅立ちを迎えられ
た皆さんからのご要望や率直な意見を紹介させていただきます。
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「ふるさとの温かさ」
岡
おか

崎
ざき

　凌
りょうた

大さん（糸白見）

　春から大学生となり、地元若桜を出て静岡県で一人暮らしを始め
ました。工学部に入学し、電気回路の仕組みや情報通信について学
びます。慣れない地での初めての一人暮らしは不安も多いですが、
自分なりに頑張ろうと思います。若桜を離れて、改めて町の皆さん
の優しさや若桜の過ごしやすさを感じました。若桜では夕方に「お
かえり」と声をかけてくださる方や車の中からでも笑顔で会釈をし

てくださる方、バスに乗った時「学校お疲れ様」と飴をくださった方もいて町民の皆さ
んの温かさを実感しました。同じ集落に住んでいる方だけでなく、たくさんの方に見守っ
てもらっているんだなと感じた瞬間でした。若桜町は市街地と比べると何も無いと思っ
てしまいがちですが、その分、人との繋がりがたくさんあって優しさに溢れた町だと思
います。
　新型コロナウイルスの影響や通信技術の発達で、今後さらに人と接する機会が少なく
なってしまっても、こういった若桜町の良さは失って欲しくありません。ここ数年は若
桜神社大祭や花火大会、町民運動会なども例年通りの開催とはならず、町民の方と出会
う機会がとても少なくなってしまいました。こうしたイベントこそ人とのふれあいや伝
統といった若桜町の素晴らしさを象徴したものだと思うのでまた開催される日を楽しみ
にしています。
　卒業後の進路はまだ何も決めていませんが、いつか自分が学んだことや経験したこと
を活かして地元若桜を元気づけたいです。どこにいても故郷への想いを胸に毎日を精一
杯頑張ります。
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